
急いでいるので、無理に
道路をわたろうとする。

友達に追いつきたいので、
スピードを出している。

横断歩道をさがしてわたる。
　　　 「止まれ」のところで
止まって左右を確認する。

手前の道路はじゅうたい
している。

交差点の見通しが悪い。

ここにも横断歩道がある
とよい。 道路にも「止まれ」と書く。

　　　　　　わたろうとしたら、
トラックが動いてひかれる。 交差点で車とぶつかる。

危ない！

よそ見をしていたのかな？

気づきや考えを記入するノート欄
教科書に学習の履歴が残ります。

2
オールインワンで
保健の授業を
サポート

特色

5・6年p.27-30「2 交通事故の防止」ほか1単位時間（各ステップ）におけるノート欄の例

※ノート欄の赤字は記入例です。

ステップ

1 気づく・見つける 課題を見つける場面

ステップ

2 調
し ら

べる・解
か い

決
け つ

する 課題の解決に向けて、思考・判断・表現する場面

答えだけでなく、思いつい
たこと、疑問に思ったこと
なども、文章、図、絵など
で自由に表現できるよ。

▲ 5・6年p.27

▲5・6年p.28 ▲5・6年p.11

▲3・4年p.19

▲3・4年p.17

データや
図版から

自分の
経験から

実験結果
から

気づいたことを記入し、
次ページの「学習の課題」
を自分ごとに 当てはまるものを

チェック

考えを
整理しながら
記入できる
工夫

当てはまるものを
選んで記入



特
色

2ステップ

4 まとめる・生かす 学習したことをまとめて、生活に生かす場面

全ての
ステップ4に

ワークシート（PDF）
を用意！

この道路は、はばが広いので早く安全に
横断できない。無理に道路をわたろうとして
車にひかれてしまうかもしれない。

ガードレールがある。

通学路の交差点で地域の人が見守ってくれているのも、事故を防ぐくふうだと思った。

車が歩道に入ってくるのを防ぐ。

気づきや考えを記入するノート欄

▲5・6年p.29

▼3・4年p.15

ステップ

3 深
ふ か

める・伝
つ た

える 習得した知識を基に思考・判断・表現する場面

学習したことを基に、
ほかの事例で考えさせる
発問

自分の生活と関連づけて
考えさせる発問

対話的な学びを促す
工夫

端末を活用して記入し、
保存、共有、提出する
こともできるね。

学んだことや、
生活に生かしたいことを、
いつでも確認できるよ。

ワークシート（PDF）のQRコンテンツ

予測

行動

環境 ルール

家の近くの大きな道路の交差点では、
信号が青でも左右を確認して横断する。

判断

▲5・6年p.30
自分の生活に生かせることを
考えて記入

記入しながら本時の学習の要点を整理

▲5・6年ワークシート6

予測
行動

環境 ルール

危険だと思うところ 理由 対策

家の近くの大きな
道路の交差点

　信号が青でも、
曲がってくる自動
車でヒヤっとする
ことがある。

　信号が青でも、
左右を確認する。

学校の前の道 　道路がせまい。
ときどき自転車と
ぶつかりそうにな
る。

　自動車だけで
なく、自転車に
も気をつける。

判断


